
・「環境保全型農業」の取り組みにより農地の生物多様性が高くなる効果を、指標生物の数を点数化して評価する簡単な方法です。

・農業者、食品関連企業、行政部局などの方々に、農産物の高付加価値化や施策の効果検証にご利用いただけるマニュアルです。

生きもので「環境にやさしい農業」を採点するマニュアル

この評価方法は、「環境保全型農業直接支払交付金」
制度の施策評価（H27～R1年度に農林水産省が実施）
において、生物多様性保全効果の検証に使われました。

② ①の結果から指標生物ごとの点数を決める

③ ②の点数を合計して判定

詳しい情報を知りたい、という方はお気軽にご連絡ください。

（国研）農研機構 農業環境変動研究センター 研究推進部研究推進室 Email: niaes_kouhou@ml.affrc.go.jp 
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Point
大型鳥類のサギ類と
その餌生物の数で評価

Point
農業害虫を食べる
天敵の数で評価

マニュアルは農研機構のホーム
ページからダウンロードできます。

豊富な写真でわかりやすい解説

全国共通

★ 水田の指標生物の例

指標生物は環境保

全型農業に取り組

むと数が増える、

調べやすい生きも

のです。

地域別

★ 水田の調査方法の例
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